
 

 

 

企画展・“びた 1文”に秘められた歴史

海を越えた中世のお金 
 

２００９年１０月１０日（土）～２０１０年３月１４日（日） 

ごあいさつ 

近年、発掘や古文書などの調査研究の飛躍的な進展により、中世（鎌倉・室町～戦国時代）における銭

貨の使用実態が明らかとなってきました。 

東アジア世界の中の中世日本では、中国から海を越えて大量の銭貨がもたらされました。そして、渡来

した銭貨は人々に広く受け入れられ、それまで年貢として納められていた米や各地の特産物が市で取引さ

れる商品に生まれ変わり、貨幣経済が大きな発展を遂げました。 

本企画展では、なぜ中国の銭貨が日本に大量に流入し浸透したのか、後に“びた銭”と呼ばれる粗悪な

銭貨がどのような影響を及ぼしたのかといった命題に対し、最新の研究成果を踏まえて、読み解いていき

ます。さらに、石見銀山など戦国大名の鉱山開発によって登場した石州銀や甲州金を含め、中世の貨幣

の全貌をご覧いただける展示になっております。 

日本や中国など東アジアの貨幣をはじめ当館所蔵の多彩な資料を通し、貨幣が本格的に使われるよう

になった中世という時代を感じていただければ幸いです。 

なお、展示室の奥では企画展の一環として、鉱山開発の様子が描かれた絵巻や 16 世紀につくられたさ

まざまな金銀貨をご紹介いたします。是非この機会に併せてご覧ください。 

本企画展開催にあたり、ご協力を賜りました関係各位に心からお礼を申し上げます。 

日本銀行金融研究所貨幣博物館 

 

 [主な展示資料] 
 

○「金と銀の国 日本 －戦国大名と鉱山開発－」資料名 年代
開元通宝 621(武徳4)年

皇宋通宝 1038～1039年(宝元年間)

元豊通宝 1078(元豊1)年

淳熙元宝 1174(淳熙1)年

慶元通宝 1195(慶元1)年

洪武通宝 1368(洪武1)年

永楽通宝 1411(永楽9)年

元豊通宝　折二銭 1078(元豊1)年

熙寧通宝　鉄大銭 1074(熙寧7)年

崇寧重宝　当十銭 1104(崇寧3)年

天賛通宝(遼) 922～925年(天賛年間)

乾祐元宝(西夏) 1171～1193年(乾祐年間)

正隆元宝(金) 1158(正隆3)年

銀錠(北宋～元) 10～14世紀

元紙幣原版(至元通行宝鈔) 1287(至元24)年

大明通行宝鈔 1375(洪武8)年

鋳写銭 12～17世紀

島銭 13～14世紀頃

琉球銭 15～16世紀

鳩目銭 16～17世紀

封印銭 16～17世紀

加治木銭 16～17世紀

ターレル銀貨 16世紀

銭壺 16世紀頃

寛永通宝100文緡 江戸時代

銭緡(一貫文) 江戸時代

国家金銀銭譜 江戸時代

錦絵「教導立志基　青砥藤綱」 明治初期

無文銭と鋳型(堺市出土) 複製品

永楽通宝枝銭(茨城県東海村出土) 複製品

資料名 年代
石州銀 16世紀

石州文禄御公用銀 1593(文禄2)年頃

石見国銀山旧記 江戸時代

銀山旧記 江戸時代

金銀図録 1823(文政6)年初版

三貨図彙 1815(文化12)年初版

甲州金(古金)　露一両金 16～17世紀

甲州金(新金)　甲重・甲安・甲定金 18世紀

甲州金(古金)　松木一分金 16～17世紀

甲州金(古金)　野中一分金 16～17世紀

甲州金(古金)　志村一分金 16～17世紀

甲州金(古金)　山下一分金 16～17世紀

蛭藻金 16世紀

譲葉金 16世紀

天正越座金 16世紀

円歩金 1596～1598(慶長1～3)年頃

天正長大判 1592(文禄1)年

永楽通宝(金銭、銀銭) 16～17世紀

天正通宝(金銭、銀銭) 1587(天正15)年頃

筑前博多御公用銀 1593(文禄2)年

山口天又銀 1593(文禄2)年

佐州金銀採製全図 江戸時代

佐渡鉱山関係用具 －

※展示期間中、一部の資料については展示替えを行います。 
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